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1．光洋ベアリングヨーロッパの沿革

1991年８月　第一工場完成（1991. 12出荷開始）

1993年３月　ISO9002認証取得

1997年６月　第二工場完成

1997年12月　QS9000認証取得

2000年１月　ISO14001認証取得

生 産 品 種 単列・複列玉軸受，円すいころ軸受，水ポンプ軸受他

従 業 員 数 283名

光洋ベアリングヨーロッパがISO14001認証取得

ISO14001 Certification Obtained − KOYO BEARINGS (EUROPE) LTD. −

認定証

ＫＢＥ事務所

2．ISO14001の概要

1992年６月ブラジル・リオデジャネイロで180

カ国以上の国家代表が参加して開催された地球

サミット(地球安全会議）において地球環境問題が

討議され，「アジェンダ21」が採択されました．

この行動計画を的確にフォローする目的で1996

年９月に制定されたのが，国際標準化機構（ＩＳ

Ｏ）が定めるISO14000シリーズ「環境マネジメン

トシステム規格」です．

ISO14000シリーズの中核となるISO14001は，

組織自身が環境方針および目的を定め，ＰＤＣ

Ａサイクル（Plan, Do, Check, Action）を確立する

ことで環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）を継

続的に向上させ，環境負荷低減に自主的に取り

組むことを求めています．

ただ，ISO14001に法的拘束力はなく，環境活

動に関する具体的な数値等を求めているわけで

はありません．要するに絶対的要求事項を規定

するものではなく，審査登録の目的および自己

宣言の目的のために客観的に審査しうる要求事

項だけを含んでいます．

また，この規格に規定するＥＭＳの要求事項

は，既存のマネジメントシステム要素と独立し

て設定される必要もなく，既存のマネジメント

システム要素を当てはめることによって，要求

事項を満たすことも可能なものになっています．

3．ISO14001認証取得

去る１月24，25日の２日間，ＫＢＥにおいてＵ

Ｋの審査機関の１つであるDNV QA Ltd.による

ISO14001の本審査が実施されました．光洋精工

の認証取得（1999年5月）から遅れることおよそ半

年で，光洋グループの海外工場としてはＴ＆Ｋ，

ＳＭＩに次いでISO14001認証を取得しました．

ＫＢＥ内に10名の環境プロジェクトチームを結

成してから一年半，あらゆる角度から既存のシス

テムを見直し，必要に応じて新しいシステムを取

り入れるなど，環境マネジメントシステム（ＥＭ

Ｓ）構築に向けて，従業員全員が努力した結果だ

と自負しています．

概要欄でも述べたとおり，国際標準化機構（Ｉ

ＳＯ）は種々の規格を国際的に統一していく組織

であり，環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）はそ

の中にあって従来の法的規制の遵守だけでなく，

さらに自主的に環境を管理しようとする活動で

す．それゆえ，まず従業員ひとりひとりの（環境

に取り組む）理解がスタートラインとなりました．

そのため，環境プロジェクトメンバーを中心に，

各作業エリア，部署ごとにミーティングを開き，

従業員の意識向上に努め，これは認証取得後も環

境マネジメントシステム（ＥＭＳ）の原点となって

います．
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また，「ＫＢＥ環境方針」は，光洋精工の「環

境方針」と基本的に同じです．要するに，この規

格の全体的な目的は社会経済的ニーズとのバラン

スの中で環境保全および汚染予防を推進すること

にあり，その最大テーマである「地球環境保全」

というものは場所，地域，国を選ばないというこ

とです．

欧州は，米国やアジアを上回る世界最大の市場

です．近年，ＥＵ（欧州連合）のスタート，東欧圏

の市場経済体制への変化，ＥＵ加盟国による単一

通貨ユーロの導入など，ダイナミックな変貌を遂

げつつあります．このように活性化する巨大市場

の中で顧客からの信頼をより一層高め，環境マネ

ジメントシステム（ＥＭＳ）を通して地域経済へ貢

献するなど，今後も顧客と地域社会に密着した企

業活動を目指したいと思っています．

4．活動事例

WASTE OIL DISPOSAL (Per Month)
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エネルギーコストの対売上高比の削減，％ 2.77 2.48

包装材廃棄量の削減，トン 133 100

リターナブル包装材割合の増加，％ 1.51 3.78

熱処理炉効率向上，％ 2.00 1.00

２）その他取組み事例

１）廃油削減推移（1999. 6廃油処理設備設置）

現場作業者とのミーティング

環境掲示板

（光洋ベアリングヨーロッパ　柏木栄治）


